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市民活動部 協働推進課 

平成 27 年度 地域コミュニティワークショップ(案) 

実施概要 

1. 地域コミュニティワークショップの目的 

地域自治組織の設立及び地域自治計画の策定に向けて、地域の課題や目指す

べき将来像、地域の個性を明らかにし、共通理解を得ることを目的にワーク

ショップを実施します。 

また、地域コミュニティワークショップを地区ごとに実施することで地域課

題を把握するとともに、結果を「(仮)地域構想(地域自治計画)」の策定に向

けた基礎資料として地域と行政が共有し活用いたします。さらにワークショ

ップを契機とし、地域活動の活性化を図ります。 

2. ワークショップの構成 

奈良市連合会の 50 地区が地域性等から 10 ブロックに区分けされている。 

この 10 ブロックから原則 1 地区を選出(推薦)して、ワークショップを実施

します。 

3. 参加者(団体) 

自治会、地区自治連合会、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、ボランテ

ィアグループ、子ども会、少年指導協議会、保護者会、万年青年クラブ、自

主防災防犯組織、市民活動団体 等   

各種団体から 30 人程度を募集(市・連合会から広報) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「人々がそこに参加し、意識・無意識のうちに相互に観察して、コミュニケーションか

ら理解・働きかけ合い、心理的刺激と行動」 
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図 地域づくりのプロセスと場 
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行       政

住民への自治意識の啓発 ワークショップチラシ　作成
各種団体への呼びかけ、啓発 地域別データ作成
各種団体との意見交換会 自治会アンケート　検証
地域活動の人材発掘 地域コミュニティ実態調査　検証

調整

開催事前説明及び調整
10ブロック選出地区
各2～3回
日程、会場　調整

地区別　ワークショップ内容整理

開催の告知
ワークショップ開催

ファシリテーター　派遣

テーマ
理想の地域は?
「こんなまちにしたい」
☆地域の課題を整理する。
安全・安心、子ども、福祉、環
境、文化など必要な活動を挙げ
る。
地域でできること、できないこと。
自治意識の醸成、啓発
各種団体間の協力、連携内容の
整理　等

ワークショップ等の検証

説明会・意見交流
会・検討会

ワークショップ、啓発活動、まちあ
るき、
地域カルテの作成　等

地域アドバイザー　派遣

地域カルテの精査

協議会設立準備

準備会議の開催
住民意識調査
まちビジョン・地域の将来像
活動の方向性の明文化
協議会の目的・内容の検討
住民への経過説明

地域自治組織の要件・
指針の決定

地域自治計画

準備
地域自治計画づくり研修会の開
催
地域自治協議会の要件整備
計画づくり

ワークショップ
開催

啓発・広報
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奈良市支援メニュー

中部Ⅰ
地域

中部Ⅱ
地域

南部
地域

西南部
Ⅰ
地域

西南部
Ⅱ
地域

西北部
Ⅰ
地域

西北部
Ⅱ
地域

東部
地域

都祁
地域

北部
地域

４月 ９月

○　ワークショップ　運営支援
　　各ブロック　1地区につき2回
　　ワークショップ　開催

○　ファシリテーター派遣
　　職員ファシリテーターを各地区へ派遣
　　担当性によるワークショップや計画策
　　定等

○　地域アドバイザーの派遣
　　ワークショップ、地域づくりなどへの
　　サポート、アドバイスを行う

○　地域カルテの精査
　　地域別カルテを作成し、条件等の整備
　　を行う。

○　地域自治組織の要件整備
　　地域自治計画策定支援

５月 ６月 ７月 ８月
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実　　　　施　　　　　時　　　　　期　　　　　(平成27年度) 


